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	応用
	抗原情報
	背景
	Aキナーゼアンカータンパク質（AKAP）は、構造的に多様なタンパク質群であり、共通の機能としてプロテインキナーゼA（PKA）の調節サブユニットに結合し、ホロ酵素を細胞内の特定の場所に固定する。この遺伝子はAKAPファミリーのメンバーをコードしている。コードされているタンパク質は、PKAのI型およびII型調節サブユニットに結合し、それらをミトコンドリアに固定する。このタンパク質は、cAMP依存性シグナル伝達経路に関与し、RNAを特定の細胞内区画に誘導すると考えられている。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：RII-α結合部位は両親媒性ヘリックスを形成すると予測され、Rサブユニット二量体の相補的な表面とタンパク質間相互作用に関与する可能性がある。,機能：プロテインキナーゼAのI型およびII型調節サブユニットに結合し、ミトコンドリア外膜の細胞質面にそれらを固定する。,類似性：1つのKHドメインを含む。,類似性：1つのTudorドメインを含む。,組織特異性：AKAP149は前立腺と小腸で高発現しているのに対し、S-AKAP84は腎臓、膵臓、肝臓、肺、脳で発現している。AKAP149は結腸癌でも発現している。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	AKAP1抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	AKAP1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	AKAP1抗体を用いたHUVECおよびCOLO細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AKAP 149ポリクローナル抗体を1：2000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

